
倉庫業における動作の反動無理な動作災害の死傷災害発生事例（2017年）

2017

年

発生

月

時間 死傷災害発生事例
年

齢

労

働

者

規

模

2 9~10

ミッション置場に於いて、出荷準備中の製品を台車に乗せようとした際、型枠とな

る治具が錆びていた為、台車と製品が貼りついていたので、力を込めて引っ張った

ところ、腰部を痛め負傷した。

33

10

～

29

3 9~10 トラックの荷台より荷物をおろそうとしたところ、背中に激痛が発生した。 22

10

～

29

4

16

～

17

倉庫内で1個5kg～7kgの家電製品をダンボールに投入していた際、ダンボール投入

の際に手首をひねるような動きもあり、休憩もはさみながらではあったが、同様の

作業が続き、手首に炎症がみられた。

37

50

～

99

5

11

～

12

建材・足場シート・サイディング役物・仕上げ材・お引渡し品のいずれかのピッキ

ング作業を行っていた際に負傷したものと思われる。（詳しい原因は不明） 当日に

痛みを感じたが、作業を継続し定時まで作業を行い帰宅した後、変形性腰椎症、腰

部末梢神経障害と診断される。 その後もしばらく痛みはあったが仕事を続けていた

ところ、痛みが増して休業となった。

61
1～

9

5

21

～

22

施設内にて、1階24番シュートで飲料の積み込みをしていた時、右腕に引きつるよ

うな痛みを感じ受傷した。
32

300

～

499

5

14

～

15

日用品、雑貨を店舗ごとに仕分ける場所で、殺虫スプレーの仕分けを行っていた。

殺虫スプレーの入ったダンボールを開梱する際、ダンボールの糊付けが強く、無理

矢理手で開け、右手首を痛めた。

21

100

～

299



5

11

～

12

当社の仮設機械センターにおいて、ブラケット足場台と単台約4.2㎏を2個重ねて、

所定の場所に連続して置く作業中、誤って手首を捻り、両手を捻挫した。
49

10

～

29

6

10

～

11

梱包作業場にて、製品が入った段ボールを作業域を近くする為に移動させようとし

たところ、2箱載っていた段ボールを1箱と勘違いし、段ボールの上部を押したこと

により、上段の段ボールが不安定となり、バランスを崩して左手を段ボールについ

た際、左手を捻りそのまま転倒した。

72

100

～

299

7

14

～

15

現場への業務連絡のため、事務所出入口から室外へ出た。 数歩歩いたところ、人工

芝ロールカーペット下に隠れていた蒸気パイプを上から踏み、右足首を捻挫した。
51

1～

9

7

13

～

14

カーゴをトラックに積載する際に、カーゴタイヤが歪んでいることに気づき、ナッ

トを締める作業を実施した。 その際、体を捻じった体勢で作業を行ったので、作業

後に違和感を感じるようになり、体調が改善されないため、病院にて診察を受けた

ものである。

43

10

～

29

7

14

～

15

段ボール仕分け作業で、オリコンの4段目を積むため、10㎏のオリコンケースを持

ち上げたとき、腰痛が発生した。
19

100

～

299

9

10

～

11

定型外区域で、積込作業をしているときに、農業用マルチシート（1.2mの束、重さ

14kg）を、カゴ車の奥に積み込もうとして、両手に抱えて持ち上げたところ、背中

に痛みが生じて屈む姿勢ができなくなった。

36

50

～

99

9

10

～

11

被災者は箱出し作業中に移動するため体の向きを変えた際、足首を捻り捻挫した。 44

100

～

299

9
9～

10

センター内の荷物受入エリアにおいて、ガス式フォークリフトのガスボンベが空に

なった為、新しいボンベと交換する作業において、ボンベをガス式フォークリフト

に搭載する際に、腰に痛みを感じ、歩行時にも痛みが継続して、普通に歩行するこ

とが困難となった。

44

100

～

299



9

17

～

18

荷姿転換場で自動車部品のビニールを剥ぐ作業をしており、作業完了後の詰め替え

た箱を腰をかがめた位置から頭部程度の位置まで持ち上げた際に、痛みを感じた。
44

50

～

99

10
9～

10

資材や空オリコンを置くための台車を準備していた際に梱包台の下に置いていた板

台車に気づかず、右足を台車の上に載せてしまいバランスを崩してしまった。 その

際に左足を捻り転倒して足首を負傷した。

47

300

～

499

11
9～

10

部品センター内の受け入れエリアにおいて、15㎏程度の製品をパレットからパレッ

トへ移す際に持ち上げた時、腰に痛みを感じ、時間の経過と共に痛みが増してき

た。

45

100

～

299

11

17

～

18

プリンターのユニット部品が入った折り畳みコンテナを移動用の平台車へ載せ替え

る為、コンテナを地べたから持ち上げ平台車に乗っているコンテナの2段目に乗せよ

うとした際、腰に激痛が走り蹲った。 30分程度安静にし、歩行可能となり、帰宅

後、受診した。 腰部捻挫と診断を受ける。

38

10

～

29

11
8～

9

パレットから商品（マットレス）を降ろし押していく際、踏み込むため右足へ力を

入れたところ足が滑りふくらはぎに痛みを感じた。
45

50

～

99

出典：https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.aspx(職場のあんぜんサイト)

Return to : https://www.jisha.or.jp/international/topics/202206_09.html
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